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      地域図書館だより 
 

 

いつも地域図書館（源流図書館）をご利用いただき、ありがとうございます。 

毎年１０月２７日から１１月９日（文化の日をはさんで二週間）は、全国的な読書週間で 

す。 秋の夜長、本を開いてみませんか？ 

                2025.10.10現在 

書    名 著者名 出版社 

水晶玉子のオリエンタル占星術 

幸運を呼ぶ３６５日メッセージつき開運暦 
水晶 玉子 集英社ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

長野県市町村合併図説 

 明治－昭和－平成廃置分合の変遷 

信濃毎日新聞

社出版部/編 
信濃毎日新聞社 

計算道具の歴史 石、そろばんから電卓まで ｷｰｽ・ﾋｭｰｽﾄﾝ 原書房 

花鳥鉄道風月線                           【写真集】 武川 健太 みらいﾊﾟﾌﾞﾘｯｼﾝｸﾞ 

絶賛語辞典 関根 健一 大修館書店 

職分                                  【小説･物語】 今野 敏 双葉社 

おまえレベルの話はしてない               【小説･物語】 芦沢 央 河出書房新社 

在る。SOGI支援医のカルテ               【小説･物語】 前川 ほまれ KADOKAWA 

エピクロスの処方箋                      【小説･物語】 夏川 草介 水銀社 

天下の値段 享保のデリバティブ           【小説･物語】 門井 慶喜 文藝春秋 

桃井ナースがお邪魔します                【小説･物語】 秋谷 りんこ 朝日新聞出版(文庫) 

刑事継承                              【小説･物語】 本城 雅人 KADOKAWA(文庫) 

ペンギンにさよならをいう方法             【小説･物語】 ﾍｲｾﾞﾙ・ﾌﾞﾗｲｱ 東京創元社 

遺された者たちへ                       【小説･物語】 ﾏｯﾃｨｵ・B.ﾋﾞｱﾝｷ 新潮社 

５０歳の棚卸し                            【エッセイ】 住吉 美紀 講談社 

真夜中に吠えたくなって                     【エッセイ】 椎名 誠 KADOKAWA 

知性について                             【エッセイ】 内田 樹 光文社 

台所が教えてくれたこと ようやくわかった料理のいろは【ｴｯｾｲ】 大平 一枝 平凡社 

 

 裏面もごらんください。 

新着本です 



 

木祖村地域図書館 

TEL    0264-36-3262   

E-mail tosyokan@vill-kiso.com 

開館時間  平日 13:00～18:00  

土･日 9:00～17:00 

       （月曜休館） 

 

 

書    名 著者名 出版社 

パンどろぼうとスイーツおうじ                    【絵本】 柴田 ケイコ KADOKAWA 

ピッツァぼうや                                【絵本】 ｳｲﾘｱﾑ・ｽﾀｲｸﾞ 好学社 

ことりっぷMagazine vol.46 (2025Autumn) 

 ふたたびの旅とクラフト                     【旅雑誌】 
 昭文社 

ことりっぷ 丹波篠山                        【旅雑誌】  昭文社 

Shrink 16 精神科医ヨワイ                  【コミック】 七海 仁/原作 集英社 

リエゾン 21 こどものこころ診療所            【コミック】 竹村優作/原作 講談社 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病没した妹の子どもを育て

るために、大学病院でのキャ

リアを捨て、町の小規模病院

に転職した内科医の雄
お

町
ま ち

哲

郎。 雄町先生の医師として

の姿勢・矜持など、読み手も

考えさせられる部分がたくさ

んあります。 もちろん物語と

しての面白さも兼ね備えた一

冊です！ 

田舎の屋敷に一人で暮らす、裕福な老女ヴ

ェロニカ。 たまたまTVで見たペンギンの保護

活動に興味をひかれ、自分の遺産をペンギン

のために使うことを思いつきます。 自分のその

決断は価値のあるものなのか・・・それを確認

するため、ヴェロニカは反対を押し切り南極の

研究所に乗り込みます。 

研究所の人たちや、孫との関係、ペンギンと

のやり取りに温かい気持ちになります。 

元 NHK アナウンサー

住吉さんの、飾らない、

軽やかな筆致のエッセ

イ集。 

『ペンギンにさよならをいう方法』 

  ヘイゼル・ブライア/著 
『エピクロスの処方箋』 夏川草介/著 

『５０歳の棚卸し』  

住吉美紀/作 


